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保温材・断熱材の使用温度範囲

各種保温材や断熱材の使用温度範囲を示す表です。温度上限域では施工や用途において、温度上限より低
い温度で使用するなど、安全域を考慮する注意が必要です。
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■ 技術資料No.11（2010/3)「気体燃料の物性代表値」の訂正があります。
中部ガス㈱様の都市ガス１３Ａの成分組成が直近のデーター（2011/4)では変更があり、技術資料No.11の訂正をお願

いします。訂正箇所は「高位発熱量が 46.05 Mj/m3N、低位発熱量が 41.64Mj/m3N」 です。


